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@ 
健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。 (I町民態宣言より)

f 

⑧⑧⑧⑧楽しい遊戯施設が完成 昭和53年

他}東で快適な生活関境に明るい

太陽と緑泣かな街づく りを進めよ

うーと、 2年前から総合体育館横

向空地に造成している日美公閣の

遊戯施設が完成。早ゃくも春を待

ちわびていた子供たちで大にぎわ

いです。人気のすべ り台はフィ ー

ルドアスレチ yクが取 り入れられ

ているだけに子供は大喜び(写真)

今年は中央線側に野外ステージ

や噴水池などが建般され、楽しい

思いの広場内完成はもうすぐです。
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今

金

町

国

保

病

院

l
町
民
セ

三
週
の
水

毎
月
第

川

こ
と
し
の
五
月
か
ら
関
保
病
山

川
院
の
小
児
科
診
療
に
札
幌
医
大
酬

川

の
専
門
医
師
が
来
附
し
て
定
期
山

川
診
療
を
行
う
ほ
か
、
病
気
の
早
川

川
期
発
見
と
干
防
の
徹
底
を
図
る
酬

州
た
め
に
乳
幼
児
の
健
康
診
断
を
川

川
町
保
健
川
活
動
の
他
版
相
談
に
川

川
合
せ
て
行
う
こ
と
に
な
り
、
お
川

川
母
さ
ん
方
か
」
り
大
き
な
期
特
が
川

酬
ょ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

川

ン
タ
ー
で

• 

• 
木
曜
日
に
聞
く

母
子
の
他
肢
は
、
地
域
社
会
の
保
健

術
生
の
水
準
を
表
わ
す
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
町
の
実
態
を
み
ま
す
と
、
赤
ち

ゃ
ん
は
年
間
百
五
十
人
は
ど
生
ま
れ
て

お
り
ま
す
が
、
ま
だ
未
熟
児
の
出
生
も

多
く
、
昨
年
の
乳
幼
児
死
亡
率
は
二
O

%
と
時
較
的
向
い
呉
怖
か
ら
、
病
公
的

円
十
則
発
見
と
子
防
な
ど
を
進
め
る
母
子

保
健
の
充
実
が
盟
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
町
国
保
病
院
の
診
療
科
目
は

内
科
、
外
科
、
政
学
診
療
科

な
ど
六
科
を
扱
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
悩
み
は
な

ん
と
い

っ
て
も
医
師
不
込
、

一
日
平
均
的
診
療
巾五
空一
千白

人
余
を
内
科
の
院
長
と
外
科

医
の
二
人
だ
け
で
は
住
民
本

位
向
総
合
病
院
に
は
ほ
ど
泣

い
現
状
で
、
町
民
か
ら
は
施

設
の
拡
充
を
は
じ
め
専
門
医

師
に
よ
る
総
合
診
療
が
強
〈

望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

煙突の破損が目だつ

春の防火査察結果pJ

、
昭
和
五
十
二
年
分
所
得
税

減
税
が
行
わ
れ
、
次
の
金
額

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
れ
る
金
額
は
、
本
人
は
」
ハ

控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
義
親

人
に
つ
き
三
千
円
と
し
て
計

金
制
で
す
。
た
だ
し
、
昭
和

年
分
的
所
得
税
制
的
方
が
少

き
は
、
そ
の
税
額
ま
で
と
な

で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
説
明

'se、勺，
F
C

を
受
け
ら
れ
る
人
〉

を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
昭
和

年
分
的
所
得
税
を
納
め
た
人

た
だ
し
、
利
子

・
配
当
な
ど

/
 

乳
幼
児
の
た
め
に
新
し
〈

一

ス
タ
ー
ト
し
た
圏
構
病
院
の

一

小
児
科
専
門
医
に
よ
る
診
療

一

まだ改善守旨示が22 1ヵ所

A
寸
金
消
防
団
と
今
金
支
署
は
春
の
火

災
予
防
運
動
的
一
つ
と
し
て
四
月
十
六

日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
-
迎
問
、

A
Y

金
市
街
を
除
く
山
村
準
妊
の
防
火
技
察

を
行
い
ま
し
h
fも
そ
の
結
果
、
昨
年
指

摘
件
数
的
多
か
っ
た
石
油
の
貯
蔵
状
況

は
七
O
%
改
普
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の

煙
突
.
煙
導
関
係
の
不
備
が
最
も
多
〈

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

防
火
査
察
の
対
象
地
区
は
、
八
束
、

金
町
、
抽
草
な
ど
十
五
地
内
五
百
七
十

一
世
帯
、
う
ち
留
守
世
帯
が
七
十
一
件

あ
り
笑
査
件
数
は
五
百
件
1

主
務
し
た
内
谷
は
‘
風
呂
、
ス
ト
ー

ブ
、
煙
突
、
プ
ロ
パ
ン
、
少
泣
危
険
物

凶
係
の
八
項
目
に
つ
い
て
笑
施
し
ま
し

源
氏
分
離
課
税
内
所
得
税
に
つ
い
て
は

還
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

〈泣
付
方
法
と
そ
の
手
続
き
〉

マ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合

本
年
六
月
一
日
現
在
に
お
い
て
川
年

と
同
じ
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
は
、
お
よ
そ
六
川
1
七
月
ご
ろ

こ
の
た
め
、
阿
保
病
院
で
は
、
回
定

医
師
の
確
保
に
努
め
る

一
方
、
今
年
か

ら
札
幌
医
科
大
学
小
児
科
教
室
の
協
力

を
科
て
、
小
児
科
時
門
医
師
の
派
l
心
を

闘
う
こ
と
に
な
り
、
五
内
円
か
ら
毎
月
二

回
、
第
一
週
、
第
三
週
の
水
雌
日
と
木

附
町
凶
日
聞
を
定
期
絵
療
日
と
決
め
て

小
児
科
診
療
を
開
設
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

山叩者
向
受
付
時
間
は
、
水
凶
日

町
民
税
の
非
課
税
範
囲
を

年
所
得
十
五
万
円
以
下
に

，
臨

時

町

議

会

第
二
回
臨
時
町
議
会
は
凶
月
二
十
五

日
聞
か
れ
町
税
条
例
の
一
部
改
正
と

特
別
土
地
保
布
税
容
隣
会
条
例
的
制
定

の
二
議
案
を
帯
設

L
・
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

お
も
な
内
寄
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
〉
町
税
条
例
の

一
部
改
正

住
民
税
関
係

1
7個
人
の
町
民
税
円

非
秘
税
範
囲
の
っ
ち
、
前
年
中
所
得
的

金
鰍
が
十
五
万
円
以
下
(
旧
十
二
万
円
)

の
低
所
得
者
に
は
均
等
割
を
課
さ
な
い

マ
法
人
助
等
割
の
っ
ち
・
氏
本
金
日
臥
が

た
が
、
最
も
多
く
注
立
さ
れ
た
の
が
、

理
突
の
破
損
関
係
が
翠
く
、
八
十
六
件

も
あ
り
ま
し
「
』
。
な
か
で
も
ヨ
コ
焼
失

に
穴
が
あ
い
て
い
た
り
、
煙
突
が
天
井

や
壁
に
近
か
っ
た
り
、
曲
り
煙
突
が
破

捌
し
、
こ
れ
ま
で
火
事
に
な
ら
な
か
っ

た
の
が
不
忠
誠
な
く
ら
い
。
特
に
白
布

日
進
、
金
原
、
鈴
金
地
区
が
目
だ
ち
ま

L
P
Z
次
に
、
昨
年
指
摘
ヵ
所
が
百
五

十
三
件
も
あ
っ
た
少
北
危
険
物
の
貯
蔵

取
扱
の
不
適
な
ヰ
寄
位
は
、
ほ
と
ん
ど
が

改
普
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
四

十
五
件
も
あ
リ
T
な
か
に
は
、
石
油
の

ド
ラ
ム
か
ん
は
二
本
ま
で
が
出
品
定
数
誌

な
の
に
一
二
、
四
本
も
世
い
て
あ
っ
た
り
、

ガ
ソ
リ
ン
は
百

μ
ま
で
な
の
が
ド
ラ
ム

す
る
"
事
業
所
伴
者
な
ど
の
場
合
u

と

同
じ
方
法
で
還
付
さ
れ
ま
す
。

マ
事
業
所
得
者
主
ど
の
場
合

事
業
所
件
者
な
ど
縦
定
申
告
を
し
て

納
税
し
た
人
は
、
六
月
末
ご
ろ
に
税
務

者
か
ら
特
別
減
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら

せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
か
ら
、
こ
れ
に
同

i

mω
年
分
も
所
得
税
の
特
別
減
税

勤
務
先
か
ら
泣
付
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

給
年
以
外
に
所
得
が
あ
っ
た
り
、
ニ
ヵ

所
以
上
か
ら
給
与
を
も
匂
っ
て
い
る
た

め
に
純
定
申
背
を
し
た
人
で
、
勤
務
先

か
ら
還
付
し
き
れ
な
い
分
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
分
に
つ
い
て
は
、
次
に
説
明

封
し
て
あ
る
還
付
制
求
お
用
紙
に
所
要

の
事
項
を
記
入
、
捺
印
し
て
税
務
将
に

語
り
返
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
し
ま
す

と
、
税
務
引
か
ら
泣
付
金
町
支
払
通
知

役
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
か
ら
、
こ
の
支

払
通
知
書
に
よ
っ
て
郵
便
局
で
還
付
金

が
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
、
木
凶
日

は
午
前
九
時
か
ら
十
一
時
ま
で
で
す
。

ま
た
、
こ
の
小
児
科
専
門
医
帥
に
よ

る
乳
幼
児
健
康
診
断
も
毎
月
二
回
、
第

一
巡
の
木
附
日

(幼
児
健
診
)
と
第
三

迎
の
木
附
日
(
乳
児
健
診
)
午
後
一

時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
町
民
セ
ン
タ
ー

で
開
設
し
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
他
診
を
行
う
小
児
科
専

門
医
の
ほ
か
町
と
今
金
保
健
所
の
保
健

婦
、
川
件
後
士
、
そ
れ
に
前
科
術
生
士
が

協
力
し
て

一
連
の
他
山
地
指
謀
、
相
時
酬
を

行
う
新
し
い
試
み
で
す
。

初
め
て
ス
タ
ー
ト
し
た
五
月
十
、
十

一
日
の
小
児
科
捻
療
に
は
、
札
時
院
大

の
千
葉
助
教
授
が
担
当
し
て
二
目
的
両

一
億
円
を
超
え
る
法
人
及
び
保
険
業
法

に
規
定
の
相
互
会
社
で
従
業
者
等
の
数

が
百
人
を
超
え
る
法
人
は
‘
年
額
四
万

円
か
ら
十
三
万
四
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

。
今
金
町
特
別
土
地
保
有
税
審
絡
会
条

例
の
制
定

地
方
税
法
的
規
定
に
基
づ
き
、

特
別

土
地
保
有
税
蒋
議
会
を
訟
出
す
る
も
の

で
、
そ
の
組
織
、

連
官
に
関
す
る
事
項

を
定
め
た
も
の
で
す
。

J

企
画
課
な
ど

一
部

事
務
室
が
配
置
替
え

四
月
の
町
靴
只
の
人
事
異
動
に
伴
い

一
部
役
場
事
務
室
町
配
訟
が
次
の
よ
う

に
変
り
ま
し
た
。

企
画
課
長
が
総
務
説
長
兼
務
の
た
め

ー

か
ん
で
出
蔵
し
て
い
る
家
縫
が
ま
だ
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の

ボ
ン
ベ
が
日
光
町
出
射
す
る
場
所
に
あ

る
こ
と
や
危
険
な
出
場
所
に
あ
る
不
足

が
三
十
二
刊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
金
川
防
団
と
主
将
は
、
こ
う
し
た

紡
火
地
語
の
不
備
は
い

つ
悲
惨
な
火
引

に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
早
急

に
改
普
す
る

4
7指
示
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
市
街
地
住
宅
の
防
火
公
祭
を

集
地
し
た
後
、
初
度
改
凱
U

を
指
示
し
た

官
平
日
陛
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
此
弔
な
財
産
を
火
災
か
ら

守
る
た
め
.

一
人
ひ
と
り
が
ふ
だ
ん
か

ら
火
の
元
に
注
意
し
、
み
ん
な
で
安
全

防
災
の
た
め
に
努
力
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

日
で
三
十
五
人
を
診
療
し
た
あ
と
、
午

後
か
ら
町
民
セ
ン
タ
ー
で
約
五
十
人
的

乳
児
の
健
康
診
断
を
行
い
ま
し
た
。

健
診
に
あ
た
っ
た
医
而
は
「
全
般
的

に
赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養
は
十
分
で
健
康
だ

が
‘
あ
せ
も
や
湿
疹
な
ど
で
も
安
易
に

薬
を
使
い
す
ぎ
て
い
る
こ
と
が
目
だ
つ
。

手
ま
め
に
身
体
を
ふ
く
と
か
、
衣
類
を

通
江
取
り
か
え
る
こ
と
が
好
ま
し
い
」

な
ど
、
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
へ
こ
ま
か

い
ア
ド
バ
イ
ス
.
ま
た
、
保
健
婦
も
「
専

門
一出
に
よ
る
定
期
他
診
は
道
南
で
も
今

金
町
ぐ
ら
い
な
も
の
、
病
気
の
早
期
発

見
か
ら
も
大
い
に
利
用
し
て
ほ
し
い
」

と
貯
滑
な
受
診
ぶ
り
を
今
後
も
大
い
に

期
待
し
て
い
ま
し
た
。

(2) 

企
画
課

(企
画

・
捌
査

・
広
報
係
)
が

二
階
の
総
務
課
に
。
出
問
工
観
光
部
長
が

町
民
謀
長
兼
務
の
た
め
商
工
観
光
正
怖
が

町
民
剤
師
に
移
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町

民
セ
ン
タ
ー
に
事
務
局
が
あ
り
ま
し
た

股
業
開
発
協
議
会
が
役
場
三
階
に
、
三

階
の
桧
山
北
部
地
区
林
業
指
導
事
務
所

が
町
民
セ
ン
タ
ー
一
階
研
修
室
に
砂
動

し
ま
し

phe
役
秘
内
の
配
訟
に
つ
い
て

ご
不
便
な
点
や
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
ご
遠
慮
な
く
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

。
町
職
員
の
人
事
。

{四
月
三
十
日
付
〕
マ
桧
山
広
域
消

防
組
合
消
防
署
派
遣

l
今
金
支
署
(
耕

地
税
地
縮
係
)
問
問
俊
彦
〔
五
月
一
日

付
〕
マ
耕
地
諜
管
理
係
強
土
地
改
良
係

(新
採
用
)
高
島
釘
治

タ
バ
コ
・
た
き
火
に
注
意

最
近
は
レ
ク
リ
ェ

l
y
ョ
ン
を
兼

ね
て
'H蛇
の
野
や
山
へ
入
る
人
が
多

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

4
月
か
ら
六
月
は
、
と
く
に
高
温

異
状
乾
燥
が
続
き
、
山
火
事
が
最
も

発
生
し
や
す
い
危
険
な
季
節
で
す
α

山
火
事
発
生
の
原
因
は
、
依
然
と

し
て
タ
バ
コ

・
た
き
火
な
ど
の
不
始

末
や
飛
火
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
き
れ
い
な
4
F
A
と
水
を
も
た

ら
す
た
い
せ
つ
な
森
林
を
保
越
し
、

私
た
ち
が
住
み
よ
い
日
常
生
活
を
送

る
た
め
に
も
、

一
人
ひ
と
り
が
よ
く

注
広
す
る
こ
と
が
必
袈
で
す
。

本
町
で
は
毎
年
内
よ
う
に
山
火
事

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
林
町

火
災
予
市
助
対
策
協
脱
会
で
は
、
五

月
一
日
か
ら
六
月
手
日
ま
で
を

『山

火
事
予
防
築
地
期
間
』
と
し
て
、
次

的
ニ
と
に
つ
い
て
注
芯
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

V
火
入
れ
は
、
必
ず
町
長
の
許
可
を

受
け
、
住
芯

4
取
を
よ
く
守
り
、
料

っ
た
ら

『完
全
消
火
』
を
確
認
す
る
。

V
山
菜
取
り
、
魚
釣
り
な
ど
で
山
に

入
る
と
き
は
、
森
林
所
有
者
か
ら
必

ず
問
可
を
受
け
て
か
ら
に
す
る
。

-v
入
林
し
た
場
合
は
、
タ
バ
コ
、

7

y
チ
、
た
き
火
な
ど
の
後
始
末
に
十

分
注
な
す
る
。

(3) 
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レン草二C渇ゆ⑫⑧⑮を展開 しょ

町
民
の
み
な
さ
ん
が
帥
出
版
で
裂
し
い
生
日
を
送
っ
て
も
り
つ
た
め
、
町
で
は
保

他
M
m助
を
中
心
に
、
川
民
的
地
山
知
山
叫
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
枇

も
北
本
と
な
る
食
生
川
町
改
停
を
韮
山
に
批
准
し
ま
す
。
特
に
県
村
地
引
で
あ
リ

な
が
句
一
枇
此
色
町
来
肉
食
べ
心
が
少

4
い
主
ど
で
多
発
し
て

い
る
成
人
病
を
予
防

す
る
た
め
に
、
「一

円
一
一
阿
は
ホ
ウ
レ
ン
HV
を
食
べ
る
」
こ
と
か
ら
、
家
庭
に
ホ
ウ
レ

ン
草
を

J
坪
栽
ド
H

す
る
運
動
し
を
全
町
に
広
め
よ
う
と
す
る
も
宅
す
。

町
内
死
亡
統
計
を
み
ま
す
と
、
成
人
生
活
改
良
普
及
只
の
協
力
を
符
て
川

病
に
よ
る
死
亡
が
全
体
の
七

O
%を
占

年

七

月

か

ら
鈴
岡
地
区
一
一
十
五
戸
を
対

め
て
お
り
、
全
国
平
均
の
五

O
%を
は

主

に

「わ
が
家
の
献
ー止
訓
査
」
を
行
い

る
か
に
上
ま
わ

っ
て

い
ま
す
。

ま
し
た
。

成
人
州
町
中
で
も
、
特
に
脳
血
背
疾
訓
告
方
法
は
、
七
月
か
ら
十

一
月
ま

忠
心
昨
日
中
旬
が
死
f

」以
閃
の
第

一
位
を
で
の
川
、
何
月
三
日
川
述
枕
し
て
各
戸

山
め
て
お
り
、
太
り
過
ぎ
や
川
胤
川
町
献
ホ
を
別
ぷ
図
の
よ
う
な
六
食
併
に

動
脈
倒
化
な
ど
術
円
相
総
忠
打
が
肢

も

多

分

け

て
芯
帳
‘
部
川
し
た
も
の
で
す
。

〈
収
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
仙
川
本
@
米
殺
矧
円
収
取
川
出
は
多

町
向
似
他
い
則
前
品
川
で
は
、
こ
う
し
た
い
が
綜
此
色
川
山
菜
や
ヰ
乳
、
乳
製
品
、

成
人
病
の
早
期
発
見
の
た
め
、
岳
地
区
一
階
巾
知
的
取
リ
乃
が
不
足
し
て
い
る
@

の
術
以
緋
検
診
の
受
注
を
呼
び
か
け
る
刊
に
十
十

一
月
町
民
繁
則
に
な
る
と

一
方
、
そ
の
原
凶
町
迫
ボ
子
防
対
日
山
食
手
の
内
容
が
悲
く
主
る
|
主
ど
が
わ

に
努
め
て
い
J
かす
。

か
り
ま
L
P」0

一
方
、
緑
黄
色
野
菜
の
作
付
実
態
の

ま
と
め
に
よ
る
と
六
七
月
に
か
け

て
ニ
ラ
、
ホ
ウ
レ
ン
ヰ
ン
ム
ン
ギ
ク
、

ミ
ツ
バ
、
八
l
十
月
引
は
ミ
y
パ
、
パ

セ
リ
、
ピ
ー
マ
ン
、
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
が

収
出
世
さ
れ
て
い
草
す
が
、
々
什
草
山
帖
で
の

仰
い
取
訟
は
、
忙
し
さ
の
せ
い
か
わ
ず
か

し
か
食
べ
て
お
ら
ず
、
特
に
冬
則
川
町

自
給
野
菜
は
礎
物
的
保
有
が
凶
蛾
な

た
め
ニ
ン
ジ
ン
、
カ
ボ
チ
ャ
脱
皮
し
か

町
政
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
調
査
の
結
果
、
食
生
活
を

少
し
で
も
改
普
し
よ
う
と
始
ま
っ
た
の

が

『ホ
ウ
レ
ン
草
一
坪
運
動
』
で
す
。

各
家
艇
で
ホ
ウ
レ
ン
平
を
一
一
昨
作
り
、

-
E
-
回
は
岳

f
k
ぺ
よ
7
1
1
と
い

7

こ
と
に
よ
り
栄
挫
の
バ
ラ
ン
ス
を
与
え

た
、
内
M

か
主
食
生
活
の
工
夫
を
図
ろ
一
ヲ

と
い
う
も
の
で
す
。

刊
に
ホ
ウ
レ
ン
H
H
叶
を
と
り
あ
げ
た
卸
会

山
は
@
仙
の
紙
北
色
針
楽
に
比
べ
て
栄

苑
側
が
向
い
@
冬
則
間
を
除
い
て
抜
出

が
仏
砕
い
制
で
あ
る
@品川
町
法
的
航
矧
が
多

く
附
必
だ
。

一
目
的
必
袋
仰
い
取
祉
を
お

ひ
た
し

一
四
分
で
約
八

O
%政
取
で
き

る
@
し
貯
に
適
し
て
い
る
ー
な
ど
で
す
。

今
年
は
と
り
あ
fす
、
鈴
岡
地
区
町

村
人
家
庭
学
級
を
中
心
に
モ
デ
ル
的
に

実
一
地
し
な
が
旬
、
全
町
の
成
人
を
対
主

に
.
こ
の
『ホ
ウ
レ
ン
草
一
坪
述
品
川
』

を
展
開
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

鈴
岡
地
区
で
は
、
さ
っ
そ
〈
農
業
改

良
靴
H
A所
町
民
川
忠
則
押
さ
ん
に
ホ
ウ
レ

ン
巾
威
内
川
町
万
法
な
ど
に
つ
い
て
税
川

し
て
も
ら
い
六
月
か
ら
の
収
般
都
備

に
取
り
机
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
町
民
の

み
な
さ
ん
も
成
人
州
に
か
か
ら
主
い
た

め
の
食
止
討
を
も
っ

一
度
J
り
か
え
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

6
 

つぐ主つ
ホウ

成人病の予防に 1日l回は必ず食べよ

鈴
問
地
区
内
一串
山
県
千
級
グ
ル
ー
プ
は

山
か
な
生
活
は
ま
ず
他
山
崎
づ
く
り
か
ら

と
三
年
前
か
ら
食
生
活
改
善
や
体
力
づ

く
り
の
ス
ポ

y
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
が
、
制
瓜
時
検
診
他
脱
相
談
の

紡
川
市
か
ら
、
川
川
胤
庄
、
ヤ
械
的
巾
心
者
向

比
率
が
多
く
現
わ
れ
、
そ
の
原
凶
は
食

事
内
容
の
偏
り
が
大
き
く
彩
科
し
て
い

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
ロ

そ
の
た
め
、
民
主
改
良
普
且
所
の
凶

鈴
岡
の
献
立
調
査
結
果
で

緑
黄
色
野
菜
不
足
が
指
摘

:紘黄色町来①

;⑥ 

飢

⑤下、と~一-手Kcv
I 牛乳.;L製!Wl，iflf.l;;: ~tl '~1 瓶、 ~PW.úý柑l

(鈴岡地区の献立関査から)

7月の食品群別摂取割合

ホウレン草の播種時期や栽培方法を勉強する鈴岡家庭教育学総のみなさん
高血圧と心臓病の割合

27.3% 

鈴
岡
地
区

26.7% 

今

金

町

仁二ヨ 向血tt
l?Za -L.I峰柏

20.4% 

化
小
川
泊1O% 

漏話:g:モ『話連持軍長予防雨漏否問努芸評1R::!?:一読苓蚕);:~烹歪盛室主歪議à!i!i<可否百京ヨヨ長 一三二..:....:....:..言語現初却を食事者貧血を防ごち

合なんでも食べて、腹八分目に合動物性脂肪をひかえ、植物性j由はも

っと豊富に

合塩川台新鮮な野菜・果物・海草類をどしど

し食べよう

合動物性たん自質を毎回の食事に欠か

さない

偏食は、いつのまにか身体内抵抗力を弱的、

病気町下地を作ります。野きき句いなく、よ

くかんで食べることを心がけま Lょう。 30歳

をすさた方の大食は健康の敵と心得ましょう。

脂肪はカロリ 源と Lて重要ですが、一般
に日本人は脂肪のとリ方が少右いので、 ;111頼

をもっと多くとる必要があります。脂肪のな

かでも純物油は動脈硬化的子防に働きますの

で、も っと豊富にとりたいものです。

I孟からいおかず1;1:、ついついご飯の量をふ

やし太リすぎのLとになり ます。また、食塩
分のど4取i止とZ75血圧症と11探い関係があるこ
とが知られています.をね、糖分のとりすき

にも注意Lましょh

ミネラノレやピタミノを補給L、1主過を盤え、
体l人1何十理能を雌んにして、高血圧的予防 治

療のために役立ちます。また、ビタミンCは

血也を強化Lてくれますので、とくにかんさ
つ類 緑町来つばを充分にとりま Lょう。

若さの低下をきたさないためです。ただ

肉のあ ~;"句 身などには、動脈硬化を進める成

分が$fc、ので.とくにl勾立を好む人は、とリ

すさないよ うに以をつけま Lょう。胞は自由

に、肉はほどほどに。大豆は畑町肉といわれ

るように良質的たん白1'1を含んでいます。豆

ふゃなっとう、牛乳などは大変よ い食品です。

(4 ) (5) 
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キ町
民
の
み
な
さ
ん
の
袈
盟
を
で
き
る
だ
け
満
た
す
た
め
、

事
業
向
重
点
的
選
択
、
資
金
的
効
率
的
配
分
に
努
め
た
新

年
度
干
宍

一
般
会
計
は
前
年
度
当
初
に
比
べ
二
二

-
七
%
地
の
約

二
十
四
億
八
千
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
な
か
で
、
事

業
な
ど
に
使
う
投
資
的
経
費
は
、

九
億
六
千
五
百
九
万
円

(
全
体
的
=
一八

・九
%
)
ま
た
、
消
費
的
経
費
の
人
件
費

が
四
億
二
千
百
三
十
二
万
三
千
円
(
一
七
%
)
、
物
判
費
は
会

'
三
車
三
千
五
百
A
十
二
万
六
千
円
士
三

・
五
拓
d

補
助
費

、

五
壇
三
官
廿
百
四
骨
四
万
五
弔
問
斗
ゴ
コ
六
月
叫

に
な

っ
て
い
ま
す
.

歳
入
で
は
.
地
方
交
付
税
が
九
億
六
千
四
百
七
十
万
二

千
円
と
全
体
内
三
八

・
九
%
を
占
め
て
お
り
、
自
主
財
源

の
町
税
は
二
億
二
干
二
行
五
十
九
万
円

(
九
%
)
に
と
ど

ま
り
、
園
、
道
支
出
金
が
こ
七

九
%
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
制
A
H
と
そ
の
お
も
な
使
い
迫
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

一般会計歳入歳出割合

議会唆43 おO千円 ( 1. 8多~)

衛生費曲，四9千円 (2.8%)
消防費90，440千円

(3.6"/0) 

その他
111，969千円

退支出金 (4.4%) 
192 ，382千円
(7.8%) 

:111 

イ士なん-、圃圃は度年53 
い環境づ〈り

投資的経費に9億6千万円/

教育文化の振興と人づ〈り地域産業の振興と開発

一般会計

豊かな福祉社会の建設

(6 ) 

b今金幼制u盟挫設事業一一一一一一一一一一一 9，977方向

b今金町教育研究交付金一一一 220万円

bへきI也教員住宅(2棟 4戸)新築事業 2，162万同

b学校及び教只住宅営繕賢 一一一一一一 1，430万円

p聖書、割高致一保線児童生徒就学、医療援助一一一 388万同

b要都要保I皇、へき地学校給食費補助一一一 … 464万同

b 言陪~l~~;.指噂r&1iii1iii 品一 66万同

b義務教材、理科、産業教育設備一一一一 1，305万円

b教材、図位、校用器具一備品購入一一一一一 一 623万円

bスクーノレパス購入<ll'業一一一 宇 169万円

bスクールパスの巡行 一… 296万同

b桧山北町通学パス負担 一一一一一一一一一一61万円

b学校保健業務・一一一一一一 一 守・ 430万四

b今金町青年会級交付金一一 ............ 160万円

b婦人団体、文化協会交付金 一千今一一.-47万円

b町民スポーソなど体育援興奨励一一一一一一一一 492万同

b総合体育館施設運営資一一一一一一一一1.5ω万円

b学校給食センター施設運営費 1，252万円

p 今金町奨学資金へ繰出 ..85万円

......./ 

[>LlJ村地域農林漁業特別対策4;;.業相il功ー一一一 5，907万円

b転作推進特別対策事業補助 一一一一一一一一一 500万円

bてん菜増産特別対策事業補助 一一一 415万円

10 2次農業構造改善対策本業補助ー 4，842万円

b緊急粗飼料増産対策事業補助 1，110万円

b日進高原桜範牧場経常負担 …一一一一一 300万円

b土壌改良事業補助 一一一一一一一一一一一 247万円

b家il'i増殖改良、優良牝牛綿入事業側i助 400万円

b乳用雌牛柴田放牧育成促進事業相Ii>>JJ............306万円

b桜範牧場特別土境改良事業有i>>JJ.......一一一 242万円

b国営かんばい、京都農地開発調査事業一一一 350万円

b白石第 2地区股免股道整備事業負担 717万円

b日進開拓地牒近等補修事業負担 375万円

b金原地区農地開発事業道路負担 ............. 951万円

b北部桧山総合かんばい推進背負担一一一一一 一 241万円

b今金町農業開発協議会負担 一一一… 424万同

bチブタウ yナイ林道開設事業 4，865万円

b商工会事業補助 ーー一 ..........一一一 6∞万円

b観光開 業 ー 1，口03万円<!> 発

b社会編祉法人光の里学図、盟舟問者Ii助 942万円

b老人医療扶助費 一一一一 -一一一… 8，768万円

b老人 手当 一一一 …一一一 114万円

b老人的家改修事業 …一一… ...... 1 島円

b老人クラブ運営補助及び活動賢一一一一一…・ 146万円

b敬老会交付金 一一...._--.一一一一一65万円

b社会稲祉協議会補助 一一一一… ・ 一一一 127万円

b老人家庭奉仕業務 一一・ …ー 140万円

[>，し、身、身体障害者家庭奉仕業務一一… 281万円

b 重度，し、身障害者医療扶助 1~ 一一一一一一一 730万円

b児童手当扶助費 一一今 一一一 2，135万円

b乳幼児医療扶助費 一一一一… ー一一 195万円

bフッソ歯而塗布、母子衛生 一一一一ー 229万円

(> ，1.t~者輸送車の運行一 一 一ー一一一 174万円

b保健衛生業務 一一一ー 宇一一一一 364万円

[>X線撮影、がん検診など子防業務 ..... 490万円

b今金常設、季節保育所巡'g.'1c¥:..一一一一一 5，234万円

b今金小百合保育園運営費一令 ー…一一一 2，297万円

b部落保育所運営補助 一一一一・ 一一ー一70万円

D布111王6紛糾』道路改良事業 一一一 5，029万l:q

C>i'2回線道路改良事業 一一一一 3，520方向

b白石糾凍智弘!;.防止事業一 一一一 1，810万円

b 神丘10号線、審白井一線防雪柵設置事業 一 1，508万円

b八東宮町下橋架換事業一一一一一ー 守 5，016万円

b稲穂西郷橋製換事業 一 一ー 675万円

b八束橋なと・補修事業一 手 一一一一一 637万問

b都市計画街路司王業 一一一一 ー 一ー 7，812万円

b第 2幹線川排水施設整備事業一一一 ー2，160万同

b 近隣公Il!l泣成事業一 一一 一 2，618万円

b除雪などIwri立維持管理一 一一一 3，952万円

b英利河ダム対策事業 一一一一千 ... 1，030万円

b成業施設災m復旧卒業 一一一 9，126方向

b公共土木施設災害復旧事業 一一一一 11 ，187万円

[>UHFテレビ中継局建設事業 一一一 1，500万戸l

b道路図等作成事業 一一一 一一一 739万円

b投資住宅賜入事業 一一一一 ・ ... 507万円

[>J也絡閥益事業 一一一 一......1，925万円

b桧山広域消防組合負担ー一 一一一一..9，013万円

b北部絵山衛生センタ組合負担 一一 3，656万円

b住民活動推進 一一一 ー..456万円

b交通安全対策事業一一一 4 一一一........457万同

[>l'lf芥処理及び環境衛生一一一 一一 315万同

b簡易水道特別会計へ繰出 一一一 627万円

(7) 
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手
入
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⑤ 
こ
と
に
努
力
し
ま
し
ょ
っ
。

施
肥
の
方
法
は
、
花
が
終
っ
た
直
後

に
一
球
に
つ
き
盃
一
杯
招
皮
肉
化
成
肥

料
を
球
棋
の
両
側
の
土
に
浅
く
ま
ぜ
込

ん
で
や
り
ま
す
。
深
く
刷
っ
て
球
似
や

根
を
傷
つ
け
る
こ
と
の
な
い
よ

ヲ
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
.
開
花
後
タ
ネ

を
付
け
て
お
く
と
益
分
を
取
ら
れ
て
、

球
根
の
発
育
に
悪
彬
智
を
あ
た
え
ま
す

の
で
、
て
い
ね
い

に
花
首
の
と
こ
ろ
か

ら
摘
み
と
っ
て
引
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
植
え
っ
ぱ
な
し
に
す
る
場
合

は
、
次
の
よ
う
な
点
に
注
品
し
て
下
さ

、
。
し

葉
を
切
、
勺
立
い
-
}
と

1
花
が
終
っ
て

も
柏
市
が
枯
れ
る
ま
で

一ヵ
月
以
上
あ
り

ま
す
。
こ
の
間
に
葉
は
、
根
か
句
吸
い

上
げ
ら
れ
た
養
分
を
使
っ
て
炭
水
化
物

が
作
ら
れ
球
制
に
送
り
こ
ま
れ
て
球

棋
を
太
ら
せ
て
い
る
の
で
す
。
花
が
耕

る
と
急
に
必
が
大
き
く
な
る
の
は
‘
デ

ン
プ
ン
工
場
内
機
能
を
大
き
〈
す
る
た

め
な
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
大
き
な
葉

が
目
ざ
わ
り
で
も
決
し
て
切
ら
ず
に
大

切
に
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
切
り
花
に
す
る
た
め
禁
を
つ

け
て
切
り
取
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
球
似
は

大
き
く
な
ら
な
い
こ
と
を
忘
れ
主
い
で

く
だ
さ
い
。
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-
町
連
青
が
光
の
里
の
春
耕
奉
仕

町
山
年
同
体
連
結
協
議
会
(
綬
辺
修
会
長
)

の
悦
例
卒
業
で
あ
る
光
の
虫
学
凶
の
#
緋
ポ

仕
が
附
月
二
十
九
日
行
れ
だ
。
今
年
は
明
る

い
う
ち
に
と
午
後
一
時
ケ
句
り

ι.
柿
川
、

八
束
、
全
保
、
州
U
問
的
J

け
年
間
と
4
H
ク
の

行
者
た
ち
二
」
1

八
人
が
自
家
凶
ト
ラ
ク
タ
ー

で
約
三
九
日
向
牒
附
を
力
強
く
机
し
べ

i住民の動態¥
J拘Hに
比べて

人 I1 9.3:Jt¥ (+ 3 ) 

!J.:. 4.iR7 (+11) 

-tll: .;;'i 2，690 (+28) 

=広級=

トヒベγクス

(8) 

-
自
分
た
ち
の
手
で
花
い

っ
ぱ
い
に

今
金
正
問
干
の
自
転
卓
公
園
の
花
組
を

い
つ
も
き
れ
い
に
美
し
く
!
と
、
今
金

老
人
ク
ラ
ブ
内
会
只
が
、
花
い
っ
ぱ
い

運
動
に
先
だ
っ
て
、
草
と
り
か
ら
苗
木

を
持
ち
誹
っ
て
花
づ
く
り
を
は
じ
め
た

利
別
川
ほ
と
り
の
公
団
は
歩
け
歩
け
運

動
で
一
休
み
す
る
憩
い
の
広
場
だ
け
に

お
年
寄
り
は
美
し
く
咲
く
花
を
楽
し
み

に
み
ん
な
で
汗
を
仇
し
あ
っ
て
い
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小
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1
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